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半導体・情報応用部会
部会長：工学部機械工学科 藤井文武目的

 AI時代の到来により消費電力が指数関数的に増大している，情報関連システムの抜本的な低電力化のため、超低消費

電力半導体・回路、低消費電力化な情報処理アーキテクチャ・設計デザイン技術の開発を行う．

 AIが当たり前の時代における自動運転・人間機械協働・ロボティクスのあり方を再考し，機械システム等を介した情報

技術の新しいソーシャルエンゲージメント・インタラクションモデルの確立を目指す．

半導体

電子機器
コンピュータ

情報インフラ
（データセンター・通信）

ITデジタルサービス

半導体・情報産業は応用
になるほど市場が大きい

半導体・情報技術一体
となった研究開発が重要

半導体チップ
半導体製造装置
半導体部素材

進め方
・研究・技術シーズの発信
・情報交換会セミナーの開催（年２回程度）
・国家PJおよび県補助金等への応募勧奨

【基盤技術１】
低消費電力
半導体の開発

（スピントロニク
ス・GaN）

【基盤技術２】

回路設計・アー
キテクチャ

（短TAT設計・
製造プロセス）

【応用システム・
社会実装】

自動運転・
HMI/HRI・ロボ

ティクス

半導体製造産業

エネルギー効率
向上

転換のドライビングフォース

・AIの爆発的進歩
・通信容量爆発

共同研究会・勉強会
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